
フランソア喫茶室 
――京都に残る豪華客船公室の面影―― 

 

 

藤田嗣治画：1934 年フランソア創業時のメニュー表紙。（今井香子氏提供）／ 

Illustration for menu of Salon de the François by Tsuguharu Fujita, 1934. (By Kyoko Imai) 
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は
じ
め
に 

 
京
都
の
繁
華
街
・
四
条
河
原
町
か
ら
一
筋
東
へ
行
き
，
高
瀬
川
に
沿
っ
て
木

屋
町
通
り
を
少
し
だ
け
下
る
と
，「
フ
ラ
ン
ソ
ア
喫
茶
室
」
が
あ
る
。
幅
が
半
軒

に
も
満
た
な
い
小
さ
な
扉
を
押
し
て
中
に
入
り
，
薄
暗
い
玄
関
を
通
り
過
ぎ
る

と
，
柔
ら
か
な
光
に
包
ま
れ
た
客
室
に
た
ど
り
着
く
。
そ
の
イ
タ
リ
ア
ン
・
バ

ロ
ッ
ク
様
式
の
客
室
の
上
に
は
，
驚
く
ほ
ど
大
き
な
円
天
井
が
戴
か
れ
て
い
る
。

店
の
小
振
り
な
外
観
か
ら
は
と
て
も
想
像
で
き
な
い
豊
か
な
空
間
で
あ
る
。 

一
九
三
四
年
に
創
業
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ソ
ア
喫
茶
室
は
，
戦
時
中
の
休
店
時
を

除
い
て
七
〇
年
以
上
に
わ
た
り
，
学
生
，
教
員
，
芸
術
家
，
文
学
者
な
ど
に
愛

さ
れ
て
き
た
。
店
内
が
現
在
の
イ
タ
リ
ア
ン
・
バ
ロ
ッ
ク
様
式
に
改
装
さ
れ
た

の
は
一
九
四
一
年
の
こ
と
で
，
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
の
留
学
生
・
ア
レ
ッ
サ

ン
ド
ロ
・
ベ
ン
チ
ヴ
ェ
ン
ニ
と
，
画
家
・
高
木
四
郎
が
共
同
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

豪
華
客
船
公
室
を
模
し
た
こ
の
美
し
い
イ
ン
テ
リ
ア
は
，
二
〇
〇
二
年
に
国
登

録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
稿
は
，「
フ
ラ
ン
ソ
ア
喫
茶
室
」
の
創
業
前
夜
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
結

ま
で
，
お
よ
そ
二
〇
年
間
の
出
来
事
を
中
心
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
，
副
題
に

「
豪
華
客
船
公
室
の
面
影
」
と
あ
る
よ
う
に
，
当
時
の
豪
華
客
船
に
関
連
す
る

出
来
事
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
る
。 

 

本
稿
に
は
，
二
人
の
主
人
公
が
登
場
す
る
。 

 

一
人
目
の
主
人
公
は
フ
ラ
ン
ソ
ア
喫
茶
室
そ
の
も
の
で
あ
る
。
昭
和
初
期
，

労
働
運
動
家
で
あ
る
立
野
正
一
が
，
啓
蒙
と
抵
抗
の
拠
点
と
し
て
設
立
し
た
こ

の
喫
茶
室
は
，
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
新
聞
「
土
曜
日
」
の
編
集
・
頒
布
を
支
援
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
。
立
野
が
弾
圧
を
受
け
た
時
に
は
，
店
員
で
あ
っ
た
佐
藤
留

志
子
が
店
を
支
え
た
。 

 

二
人
目
の
主
人
公
は
，「
コ
ン
テ
・
ヴ
ェ
ル
デ
号
」
と
い
う
イ
タ
リ
ア
の
客
船

で
あ
る
。
一
九
二
三
年
，
コ
ン
テ
・
ヴ
ェ
ル
デ
号
は
船
舶
史
上
例
を
見
な
い
豪

華
さ
を
誇
る
客
船
と
し
て
大
西
洋
航
路
に
就
航
し
た
。
一
九
三
二
年
に
極
東
航

路
へ
配
転
し
た
後
，
第
二
次
大
戦
中
に
日
本
軍
に
接
収
さ
れ
る
。
そ
し
て
一
九

四
五
年
，
京
都
・
舞
鶴
で
空
襲
を
受
け
て
沈
没
し
た
。 

 

コ
ン
テ
・
ヴ
ェ
ル
デ
号
の
船
内
装
飾
が
，
必
ず
し
も
フ
ラ
ン
ソ
ア
の
直
接
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
同
船
の
公
室
イ
ン
テ
リ
ア
は
，
イ

タ
リ
ア
歴
史
様
式
で
統
一
さ
れ
，
フ
ラ
ン
ソ
ア
の
装
飾
を
考
え
る
上
で
大
い
に

参
考
に
な
る
。
ベ
ン
チ
ヴ
ェ
ン
ニ
の
友
人
は
実
際
に
同
船
に
乗
船
し
て
い
る
。

或
い
は
ベ
ン
チ
ヴ
ェ
ン
ニ
自
身
も
乗
船
し
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 

コ
ン
テ
・
ヴ
ェ
ル
デ
号
と
フ
ラ
ン
ソ
ア
喫
茶
室
は
，
い
ず
れ
も
第
一
次
世
界

大
戦
後
に
誕
生
し
，
そ
の
初
期
に
は
自
由
な
空
気
を
運
び
，
や
が
て
フ
ァ
シ
ズ

ム
や
軍
国
主
義
の
嵐
に
圧
迫
さ
れ
た
。
コ
ン
テ
・
ヴ
ェ
ル
デ
号
は
戦
没
し
た
が
，

フ
ラ
ン
ソ
ア
は
生
き
延
び
，
往
時
の
豪
華
客
船
公
室
の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い

る
。 

 

一
隻
の
イ
タ
リ
ア
客
船
に
乗
り
組
ん
だ
乗
客
と
船
員
達
，
そ
し
て
京
都
の
一

喫
茶
店
に
か
か
わ
っ
た
労
働
運
動
家
，
学
者
，
芸
術
家
達
。
彼
ら
の
人
生
を
辿

り
な
が
ら
，
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
た
戦
前
の
客
船
の
面
影
と
，
京

都
と
い
う
街
の
一
断
面
を
見
つ
め
た
い
と
思
う
。 
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